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P4〈特集〉男女共同参画  男女が共によりよく生きる社会

みんなでイクメン

消防団観閲式（分列行進）
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広報「ほのか」でイクメン・イクジイ・ペットをご紹介します！！

うちの

【応募方法】
・写真（デジタルも可）※携帯電話・スマートフォンで撮影した写真は、掲載できません。
・コメント
・イクメン・イクジイまたはペットの名前、応募者の住所、氏名、電話番号を記入し、郵送
　またはメールでお送りください。
【掲載方法】
・受付順に掲載します。
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　３月10日㈰、桜淵いこいの広場で
市消防団約600人、車両45台が参加
して観閲式が行われました。「日ごろ
の訓練の成果を感じられた心のこもっ
た式であった。表彰された方には地域
防災への尽力に感謝している。」と市
長から訓示がありました。

平成24年度新城市消防団観閲式

夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

板
内
案

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
５月３日㈷、４日㈷、５日㈷、６日（休）、
１２日㈰、１９日㈰、２６㈰
休日診療所は日曜日、国民の祝日
などに診療を行います。
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～８時30分
【専門科】午後７時～10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp

5 緊急医月
1

11
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14

15

18

21

25

水

土

日

火

水

土

火

土

さくら眼科（上平井）

宮本病院（海老）

さくら眼科（上平井）

石川整形外科クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

皮フ科新栄クリニック（平井）

茶臼山厚生病院（富沢）

22-4100

35-0811

22-4100

24-6500

24-3222

22-1150

24-6022

22-2266

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

☎ 本市の市外局番は です。0536

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成25年4月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口
　前月比の合計と異動事由の集計
　が一致しない月もあります。

総人口…50,124人
男………24,697人 （－86）
女………25,427人 （－68）

世帯数………………17,228

出生……18人
死亡……50人
転入…172人
転出…284人

☎ 本市の市外局番は です。0536



　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

し
、
雇
用
機
会
均
等
法

（
1
9
8
6
＝
昭
和
62
年
）
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
の
社

会
進
出
が
後
押
し
さ
れ
、
27
年

が
経
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
女

性
周
辺
の
社
会
環
境
は
変
化
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
近
年
「
イ

ク
メ
ン
」「
イ
ク
ジ
イ
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
男
性
の
育
児
参
加

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
男
女
に
よ
り
、
ま
た
年
代
に

よ
り
、
意
識
や
感
覚
に
大
き
く

違
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

に
つ
い
て
、
周
り
を
見
回
し
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
女
性
周
辺

の
社
会
環
境
、
意
識
変
化
の
様

相
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　日本国憲法にうたわれている男女平等の理念を基に、平成11年「男女共
同参画社会基本法」が成立されました。
　男女共同参画社会とは、男女が互いに尊重し責任も分かち合い、性別に
関わりなく、個性と能力を発揮できる社会のことです。
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男女が共によりよく生きる社会
～お互いの声を聞くことから始めませんか～

男女共同参画

　
現
在
で
は
高
校
進
学
率
は
男
女
と
も

に
96
％
を
超
え
、
同
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進

学
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
女
性
の
大

学
進
学
率
（
４
年
制
）
は
45
・
８
％
と

過
去
最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23

年
度
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
よ

り
」
）

　

卒
業
後
、
就
職
し
た
女
性
の
大
半

は
、
そ
の
後
結
婚
ま
た
は
出
産
を
機
に

働
き
続
け
る
か
否
か
の
選
択
を
し
て
い

ま
す
。
働
き
続
け
た
い
女
性
に
と
っ
て

は
、
出
産
後
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る
か

が
大
き
な
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
周
り
に
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
元
気

な
親
族
が
居
る
場
合
は
、
比
較
的
簡
単

に
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
そ
う
で
な
い
場
合
、
保
育
所
な

ど
に
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
そ
こ
へ
の
送
り
迎
え

や
、
人
に
よ
っ
て
は
勤
務
時
間
が
終
わ

る
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
時
間
、
誰
に
見
て

も
ら
う
か
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
親
が
休
ま
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
本
当
に
困
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
も
、
親
が

帰
っ
て
く
る
ま
で
ど
う
や
っ
て
過
ご
す

か
も
問
題
で
あ
り
、
学
童
保
育
が
も
っ

と
全
国
的
に
完
備
さ
れ
た
も
の
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
親
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
女
性
が
家
庭
を
持
っ
て
働
き
続
け
る

と
き
、
特
に
女
の
人
に
負
担
が
重
く
か

か
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
も
働
き
続
け
て
い
る
方

は
、
何
と
か
自
分
の
力
量
と
夫
や
周
り

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子
育
て
時
期
を

切
り
抜
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
が
「
職
業
」
を
持
っ
て
働
き
続

け
る
こ
と
を
社
会
が
支
援
し
て
い
く
に

は
、
子
ど
も
が
病
気
の
と
き
や
親
が
帰

る
ま
で
時
間
の
過
ご
し
方
を
支
え
る
社

会
制
度
の
充
実
・
完
備
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
働
く
こ
と
は
、
家
庭
を
持
ち
子
ど
も

に
愛
情
を
そ
そ
い
で
育
て
る
こ
と
と
同

じ
よ
う
に
、
生
き
る
喜
び
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
成
長
し

独
立
し
た
後
も
社
会
と
つ
な
が
り
を
持

ち
、
仕
事
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る

人
は
多
く
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
国
の
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
男
女
の
地
位
の
平
等
感
は
社
会
全

体
で
見
た
場
合
、「
男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
69
・

９
％
、「
平
等
」
と
答
え
た
人
は
24
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
の
本
市
の
意
識
調
査
で
見

る
と
、
社
会
全
体
で
見
た
場
合
、「
男

性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
人
は
66
・
７
％
と
全
国
平
均
よ
り
高

く
、「
平
等
」
と
答
え
た
人
は
15
・

５
％
と
低
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
年

代
別
で
は
、
40
〜
60
代
の
働
き
盛
り
の

年
代
で
「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
」
と
答
え
た
人
が
特
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
見
た
場
合
、

「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
が

53
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
女

性
が
職
業
に
つ
い
て
い
る
場
合
、
特
に

不
平
等
感
を
感
じ
て
い
る
表
れ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意
識

女
性
が
「
職
業
」
を
も
つ
こ
と

男女共同参画とは

社会全体における男女の地位の平等感
（内閣府意識調査）　

女性の方が非常に
優遇されている／0.4%

男性の方が非常に
優遇されている／10.8%

どちらかといえば男性の方が
優遇されている／59.1%

平等／24.6%

分からない／1.7%

どちらかといえば女性の方が
優遇されている／3.4%

どちらかといえば男性の方が
優遇されている／58.2%

H22

平等／15.5%

男性の方が非常に優遇
されている／8.5%

どちらかといえば
女性の方が優遇
されている／2.8%

女性の方が非常に優遇
されている／0.2%

分からない
／11.3%

無回答
／3.5%

社会全体での男女の地位の平等感
（市の意識調査）

黒田

この特集は
市民編集委員が企画
編集しました

どちらかといえば
男性の方が優遇
されている／41.4%平等／21.9%

男性の方が非常に優遇
されている／11.7%

どちらかといえば
女性の方が優遇
されている／6.2%

女性の方が非常に優遇
されている／0.6%

分からない
／12.3%

無回答
／5.9%

現場での男女の地位の平等感
（市の意識調査）

H22

H24
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本
市
で
は
、
平
成
20
年
に
策
定
し
た

総
合
計
画
の
「
市
民
自
治
社
会
創
造
」

に
向
け
た
施
策
の
中
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
を
位
置
付
け
て
、
平
成

21
年
に
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
地
域
自

治
区
制
度
を
導
入
し
、

市
民
自
治
を
目
指
す
本

市
に
お
い
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
能
力
を
発
揮

で
き
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
市
町
村
に
お
け
る
行

政
の
推
進
状
況
調
査
で

は
、
審
議
会
な
ど
（
法

令
・
条
例
設
置
）
24
・

85
％
、
行
政
委
員
会
委

員
へ
の
女
性
登
用
率

は
、
13
・
64
％
、
市
町

村
議
会
議
員
の
女
性
比

率
は
６
・
25
％
と
、
い

ず
れ
も
国
や
県
の
平
均

値
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
整
備
さ
れ
て
き

た
制
度
で
も
、
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
く
あ
る

よ
う
で
す
。
６
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で

「
女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
偏
見
、
固

定
的
な
社
会
通
念
、
習
慣
・
し
き
た
り

を
改
め
る
」
と
い
う
項
目
が
高
い
割
合

を
占
め
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
意
識
の

維
持
し
た
り
、
家
庭
を
養
う
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
経
済
力
や

労
働
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
が
多
様
化
し
、
生
活

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
も
多

く
出
て
き
て
、
女
性
の
視
点
や
感
性
を

求
め
た
女
性
の
労
働
力
の
需
要
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
経
済
を
支
え
る
意
味

で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
、
女
性
の
力
は

よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

編
集
後
記

最
近
も
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
で
女
性

を
見
か
け
ま
し
た
し
、
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
も
女
性
が
か
な
り
増
え
、
頼
も
し

く
思
い
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
定
義
を
あ
ま
り
理
解
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
私
が
見
る
限
り
か
な
り
進

ん
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
男
女
平
等
」
を
一
言
で
は
言
い
尽

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
の
意

識
調
査
の
意
見
・
要
望
の
中
に
あ
る

「
男
女
間
の
身
体
的
な
差
を
無
視
し

て
、
何
で
も
男
女
平
等
を
主
張
す
る
の

は
少
し
変
な
気
が
し
ま
す
。
男
性
、
女

性
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
能
力
を
理
解

し
た
上
で
歩
み
寄
れ
る
部
分
は
協
力
す

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。」と
い
う
意

見
に
賛
同
し
ま
す
。

 

最
近
の
内
閣
府
の
意
識
調
査
で
「
男

性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
の
回
答

が
約
7
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変

驚
い
て
い
ま
す
。
今
か
ら
40
年
以
上
も

前
の
私
の
若
い
こ
ろ
で
し
た
ら
、
男
が

外
で
働
き
女
が
家
を
守
っ
て
家
事
、
育

児
を
担
う
の
が
一
般
的
で
、
女
性
の
方

が
地
味
で
苦
労
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
調
査
結
果
も
理
解

で
き
ま
す
が
！

　
私
の
息
子
3
人
も
家
庭
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
子
ど
も
（
私
か
ら
は
孫
）
も
い

ま
す
が
、
最
近
の
３
家
庭
を
見
て
い
る

と
休
日
な
ど
は
男
性
が
家
事
、
育
児
を

か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
。
女
性
も
２
組

の
家
庭
で
は
２
歳
の
子
ど
も
を
保
育
園

に
入
れ
、
元
の
職
場
へ
復
帰
し
働
い
て

い
ま
す
。
経
済
的
な
面
か
ら
と
も
思
え

ま
す
が
、
私
か
ら
見
る
と
女
性
も
大
変

で
す
が
、
息
子
が
よ
く
や
る
な
ー
と
感

心
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
、
温
泉
で
、
若
い
男
性
が
幼
児

２
人
を
洗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
子
ど
も
が
何
人
の
家
庭
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
し
て
も

最
近
の
男
性
は
よ
く
子
ど
も
の
面
倒
を

み
る
な
ー
と
思
い
ま
す
。

 

女
性
の
社
会
進
出
の
面
で
は
、
つ
い

市
民
編
集
委
員
　
男
性
か
ら
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と

　
子
ど
も
に
「
昔
は
家
庭
科
は
女
子
だ

け
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
は
男
子
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
女
子
の
生
徒
会
長
は
見

た
こ
と
な
か
っ
た
。」と
話
し
た
ら
不

思
議
が
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育
で

は
、
男
女
共
同
参
画
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
て
も
、
育
ま
れ
た
意
識
が
当
た

り
前
に
通
用
す
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

 

新
島
八
重
は
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
で

す
。
彼
女
の
資
質
も
あ
り
、
鉄
砲
を
扱

い
、
自
ら
の
意
志
で
生
き
方
を
決
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
生
き
方
を
父
親

を
は
じ
め
と
し
て
、
周
囲
の
人
々
が
認

め
、
助
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
11

月
に
来
日
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ラ
ガ
ル
ト
専

務
理
事
が
、
日
本
の
女
性
の
社
会
進
出

度
は
ま
だ
低
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
女

性
は
い
ま
だ
偏
見
と
固
定
的
役
割
観
念

に
捉
わ
れ
、
自
立
で
き
る
環
境
を
得
て

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
に
女
性
の
参
加
を
阻
む
要
因
の
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
活
性
化
、
市
民
自
治
を
進
め

る
上
で
も
今
ま
で
の
よ
う
に
男
性
だ
け

で
は
担
い
き
れ
な
い
こ
と
が
多
く
出
て

き
て
い
ま
す
。
責
任
が
か
か
る
こ
と
が

多
く
、
１
人
何
役
も
抱
え
て
、
重
い
負

担
に
感
じ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

 

こ
う
し
た
中
、
女
性
の
参
画
は
男
性

の
負
担
軽
減
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
女

性
の
視
点
や
感
覚
を
重
要
視
す
る
傾
向

に
あ
る
地
域
活
動
に
不
可
欠
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

一
方
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
、

生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、
家
庭
内

の
労
働
や
そ
れ
に
費
や
す
時
間
も
ま
ち

ま
ち
で
、
女
性
が
男
性
と
同
一
時
間
に

参
加
す
る
難
し
さ
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
同
性
で
あ
っ
て
も
年
代
が
違
う

と
、
確
保
で
き
る
時
間
帯
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
は
実
情
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
職
場
で
、
家
庭

で
、
お
互
い
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。

鈴木

　
市
の
意
識
調
査
で
は
、「
男
女
が
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
も
っ
と
平
等
に
な

る
た
め
に
最
も
重
要
に
思
う
こ
と
」
の

項
目
で
、「
女
性
自
身
が
経
済
力
を
つ
け

た
り
、
知
識
・
技
術
の
習
得
を
図
る
な

ど
、
積
極
的
に
力
の
向
上
を
図
る
」

「
女
性
の
就
業
、
社
会
参
加
を
支
援
す

る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
図
る
」と
答
え

た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
景
気
低
迷
の
長
引
く
中
、

男
性
だ
け
の
労
働
や
収
入
で
は
現
状
を

女
性
の
社
会
進
出
の
必
要
性

男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために
最も重要に思うこと（市の意識調査）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

そのほか

25.5%

■全体
■男
■女

H22

25.7%

25.3%

41.6%

41.4%

41.8%

36.3%

32.9%
39.1%

39.3%

31.4%

22.9%

4.7%

6.7%

3.1%

20%

25.3%

34.2%

39%

30.3%

45.6%

法律や制度の上で見直し
を行い、女性差別につな
がるものを改める

女性を取り巻く様々な偏
見、固定的な社会通念、
習慣・しきたりを改める

女性の就業、社会参加を
支援する施設やサービス
の充実を図る

行政や企業などの重要な
役職に一定の割合で女性
を登用する制度を採用・
充実する

学校教育や社会教育・生
涯学習の場で、男女の平
等と相互の理解や協力に
ついての学習を充実する

女性自身が経済力をつけ
たり、知識・技術を習得
するなど、積極的に力の
向上を図る

東三河5市における男女共同参画行政の推進状況
市町村の審議会等委員
への女性の登用状況

委員数
(人)Ａ

市町村名

豊橋市

豊川市

新城市

蒲郡市

田原市

愛知県

国

469

504

652

641

256

886

1,778

119

126

162

116

46

322

585

25.37

25

24.85

18.1

17.97

36.34

32.9

62

50

44

38

44

9

7

6

4

8

14.52

14

13.64

10.53

18.18

36

30

16

20

20

99

721

4

6

1

1

1

9

95

11.11

20

6.25

5

5

9

13.18

登用率
Ｂ／Ａ
(%)

うち
女性
委員数
(人)Ｂ

委員数
(人)Ａ

登用率
Ｂ／Ａ
(%)

うち
女性
委員数
(人)Ｂ

議会議員
総数(人)

女性
比率
(%)

うち
女性
議員数
(人)Ｂ

市町村の行政委員会委員
への女性の登用状況

女性市町村議会
議員の状況

H24

齋
藤

山
本
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三
部
作

三
部
作

三
部
作

　
観
光
課

　
　
32
‐
1
9
8
5

　
市
観
光
協
会

　
　
32
‐
0
0
2
2

５
月
５
日
㈷

長
篠
城
址

戦
没
者
供
養
・
合
戦
行
列
・
和
太
鼓

演
武
・
野
点
・
火
縄
銃
演
武
・
観
光

物
産
展
・
鳥
居
強
右
衛
門
戦
国
街
道

ラ
ン
ほ
か

当
日
は
長
篠
城
址
周
辺
道
路
で
一
部

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

※
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
最
寄
り
の
特
設
駐
車
場
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問時所内他 鳳
TELTEL

第
４８
回

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分

　
亀
山
城
址
・
つ
く
で
手
作
り
村
芝
生

広
場

※
雨
天
時
は
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

　
火
縄
銃
演
武
・
和
太
鼓
演
奏
・
創
作

劇
「
亀
山
城
物
語
」（
劇
団
砂
喰

社
）・
野
点
・
小
学
生
演
技
・
物
産

展
ほ
か

　
前
夜
祭
と
し
て
、
５
月
11
日
㈯
午
後

６
時
か
ら
亀
山
城
址
で
、
あ
ん
ど
ん

点
灯
や
和
太
鼓
演
奏
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
、
作
手
総
合
支
所
・
鬼
久
保

ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
出
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問時所内他
本

TEL

第
35
回

作
手
古
城
ま
つ
り

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
22
‐
0
6
7
3

　
７
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
周
辺

　
設
楽
原
の
陣
没
者
慰
霊
法
要
・
覇
城

太
鼓
演
武
・
子
ど
も
武
者
行
列
と
創

作
演
武
・
火
縄
銃
演
武
（
連
続
撃

ち
）・
ふ
み
の
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

　
物
産
展
も
あ
り
ま
す
。

　
小
雨
決
行
で
す
。

問時所内他
TEL

第
24
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

平 成 　 年 度 行 事 予 定 表25
月　　日

5月5日㈷

5月12日㈰

6月～11月

7月7日㈰

7月20日㈯・21日㈰

8月11日㈰

8月13日㈫

8月17日㈯

9月29日㈰

10月25日㈮・26日㈯・27日㈰

11月中旬

11月23日㈷

11月24日㈰

12月1日㈰

1月12日㈰

1月19日㈰

3月15日㈯・16日㈰

午前10時30分

午前9時30分

午前9時

午前9時

午後7時10分

午前10時30分

午前8時30分

午前10時

午前10時30分

午前９時

午後1時30分

午前9時

午前10時

第48回長篠合戦のぼりまつり

第35回作手古城まつり

つくでの森の音楽祭2013

第24回設楽原決戦場まつり

2013　ツール・ド・新城

サマカン13

納涼花火大会

第24回新城薪能

三河高原トレイルレース

新城ラリー2013

第29回　つくで祭り

鳳来寺山もみじまつりメーンイベント

軽トラ市「ルロットまつり」

第26回新城歌舞伎

平成26年新城市成人式

第38回新城マラソン大会

ＯＳＪ新城トレイルレース

長篠城址

亀山城址

作手リフレッシュセンター

設楽原歴史資料館周辺

新城総合公園および周辺道路

鬼久保ふれあい広場

桜淵公園

新城文化会館大ホール

鬼久保ふれあい広場

新城総合公園（予定）

鬼久保ふれあい広場

鳳来寺山

新城中央通り

新城文化会館大ホール

新城文化会館大ホール

新城総合公園

県民の森

開始時間 行事名など 場　　所
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平
成
25
年
度
　
区
長
を
紹
介
し
ま
す

市
民
自
治
推
進
課

23
‐
7
6
9
2

問
本

TEL

都市計画課　　23‐7640問 本 TEL

新
城
地
区

上
市
場
西
住
宅

上
市
場
東
住
宅

東

新

町

西

新

町

本

町

入

船

新
城
中
町

栄

町

橋

向

的

場

弁

天

片

山

徳

定

　
　
山

臼

子

今

出

平

諏

訪

杉

山

石

田

野

田

中

市

場

大

野

田

稲

木

豊

島

川

田

長
坂
　
富
雄

　
井
　
光
明

加
藤
　
賢
一

伊
藤
　
昭
次

山
本
　
　
敏

相
樂
　
嘉
彦

鈴
木
　
孝
行

関
口
　
真
史

大
倉
　
幸
二

加
藤
貴
久
美

今
泉
　
由
且

中
嶋
　
祥
一

熊
谷
　
昇
吾

石
野
　
雅
巳

鈴
木
　
芳
和

瀧
川
　
達
雄

市
川
　
　
功

川
合
　
和
男

小
倉
　
孝
彦

長
嶋
　
　
正

中
川
　
鴇
好

二
橋
　
正
雄

鈴
木
　
利
晴

蔵

平

小

川

栗

衣

大

平

本

久

大

野

井

代

能

登

瀬

名

越

名

号

睦

平

上
野
　
道
弘

菅
沼
　
澄
夫

柹
原
　
亮
介

金
原
　
和
男

伊
藤
　
功
志

鈴
木
　
直
史

山
本
　
孝
典

荻
野
　
敏
三

神
谷
　
吉
則

山
本
　
一
恵

下
山
稀
一
郎

細

川

秋
葉
巣
山

七
郷
一
色

鳳
来
川
合

池

場

守

義

菅

沼

木

和

田

善

夫

黒

瀬

竹
本
　
照
功

谷
川
の
り
子

荻
野
　
計
吉

山
本
　
勝
利

伊
藤
　
俊
久

垣
内
　
敏
治

齋
藤
　
泰
典

鎌
倉
　
玄
一

西
岡
　
昌
利

齊
藤
　
珠
己

西

田

原

東

田

原

岩

波

南
中
河
内

北
中
河
内

明

和

長

者

平

鴨

ケ

谷

市

場

作
手
須
山

北

畑

野

郷

作
手
川
合

中
川
　
耕
一

鈴
木
　
康
弘

竹
下
　
弘
子

佐
宗
　
正
義

筒
井
一
二
三

藤
原
　
建
行

黒
谷
　
幸
憲

小
西
　
哲
也

白
井
　
利
尚

平
松
　
正
人

権
田
　
幸
則

尾
藤
　
弘
幸

山
田
　
章
元

相

寺

和

田

見

代

戸

津

呂

杉

平

赤

羽

根

小

林

東

高

松

大

和

田

田

代

鈴
木
　
　
孜

竹
田
　
照
明

森
田
　
隆
弘

井
上
　
英
之

谷
下
沢
正
弘

小
田
　
光
夫

杉
浦
　
一
禎

桂
　
　
輝
夫

嶋
　
　
米
平

太
田
　
哲
也

川

田

原

平

井

上

平

井

矢

部

富

沢

富

永

大

宮

牛

倉

須

長

浅

谷

出

沢

横

川

大

海

有

海

八

束

穂

竹

広

川

路

緑

が

丘

市

川

塩

沢

鳥

原

吉

川

小

畑

澤
田
　
　
登

柴
田
　
明
久

近
藤
　
　
武

金
沢
　
雅
芳

今
泉
　
直
久

青
木
　
克
也

長
谷
川
　
清

鈴
木
　
勝
登

夏
目
　
喜
則

鈴
木
　
淑
夫

熊
谷
　
照
明

瀧
川
　
芳
和

　
泉
　
範
三

倉
橋
　
久
夫

内
藤
　
貞
治

山
本
　
守
雄

金
田
　
善
美

澤
田
佐
智
雄

近
田
　
和
雄

村
瀬
　
数
博

柗
本
　
光
弘

青
木
　
　
稔

原
　
　
義
則

山
口
　
康
男

蒔
田
　
　
功

鳳
来
地
区

鳳
来
地
区

作
手
地
区

中

宇

利

富
岡
東
部

富
岡
中
部

富
岡
西
部

黒

田

庭

野

一

鍬

田

八

名

井

東
清
水
野

長

篠

西

本

郷

内

金

上

内

金

下

杉

下

芳

ケ

入

富

保

浅

畑

下

平

東

矢

田

寺

林

大

峠

引

地

林
　
　
新
市

森
本
　
正
美

森
田
　
　
渉

杉
山
　
秋
信

井
下
　
寛
治

加
藤
　
勝
三

　
　
　
博
光

小
川
　
賢
治

原
田
　
啓
史

中
村
　
安
之

太
田
　
勝
久

筒
井
　
光
治

田
中
　
寛
志

太
田
　
明
博

夏
目
　
美
幸

原
田
　
喜
憲

井
口
　
勝
司

長
嶋
　
章
夫

　
村
　
大
輔

大
岩
　
健
二

樫
本
　
計
彦

丸
山
　
　
宏

橋

平

湯

谷

槙

原

ド
ウ
デ
イ

柿

平

玖

老

勢

副

川

門

谷

布

里

只

持

一

色

塩

瀬

島

田

源

氏

恩

原

大

輪

湯

島

海

老

四

谷

連

合

下

吉

田

上

吉

田

竹

ノ

輪

多

利

野

黄

柳

野

比
企
　
和
成

丸
山
　
義
博

上
田
　
永
浩

鈴
木
　
延
良

齊
藤
　
豊
司

渋
谷
　
富
夫

足
立
　
　
誠

足
木
　
　
勇

竹
本
　
泰
巳

鈴
木
　
明
人

川
合
　
藤
夫

河
合
　
松
夫

近
藤
　
哲
生

遠
山
竹
比
古

竹
下
　
幸
宏

三
井
源
四
郎

遠
山
　
哲
男

加
藤
　
雅
雄

夏
目
　
宏
一

松
下
　
　
學

内
藤
　
善
文

夏
目
　
　
之

菅
谷
　
正
昭

河
田
　
康
宏

手
塚
　
容
史

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名

行
政
区

氏
　
名（

敬
称
略
）

道の駅
「もっくる新城」
に決定しました

　平成24年12月22日㈯から２月28日㈭
まで公募を行った八束穂地内に整備する
道の駅の名称を決定しました。
命名の理由（原文の通り）
「もっくる」は木材・来るの意味です。
温もりを感じる木材をふんだんに使
用、地域の産物を余すことなく活用
し、人々集まる（来る）活気あふれる道
の駅をイメージしました。
考案者
　青木輝男さん・60歳・男性・山口県周
南市
選定の理由
　命名の理由が、道の駅に相応しかった
ため。
　親しみやすい名称であったため。
応募件数　845件
・応募者住所内訳
　市内　　393件（47％）
　東三河　63件  （7％）
　県内　　80件  （9％）
　県外　　309件（37％）
　多数の皆さんに応募いただき、ありが
とうございました。

あお  き  てる  お
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市民自治社会創造

一　般　会　計

まちづくりのステージアップをはかる25年度予算

　平成25年度は、昨年12月に議会で可決された「自治基本条例」と「地域自治区条例」が、4月1
日から本格運用され、市民自治が大きく前進するとともに、子育て支援では市内全ての幼稚園と
保育園を「こども園」として、3歳以上の全ての児童に就学前教育を等しく実施する初年度です。
　皆さんが元気に安心して住み続けられ、世代のリレーができるまちを目指して、総合計画に
のっとり、産業、都市基盤の整備、健康、医療、福祉の増進、教育の充実など諸施策を実行する
「市民自治社会創造－まちづくりのステージアップをはかる25年度予算」としました。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企 
業 

会 

計

会　　　計　　　名
一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

予 算 総 額 伸率（%）

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
地 域 下 水 道 事 業
宅 地 造 成 事 業
財 産 区（ 20 会 計 ）
小 計
病 院 事 業
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
小 計

224億3,000万0千円
51億　930万0千円
11億2,100万0千円
42億6,210万0千円
1億8,550万0千円
15億1,270万0千円
7億6,690万0千円
8億4,040万0千円
1,100万0千円

2億6,180万0千円
1億6,231万8千円

142億3,301万8千円
45億6,807万3千円
14億5,468万2千円

1,571万3千円
60億3,846万8千円
427億　148万6千円

7.0
1.2

△ 3.4
1.7
1.6

△ 2.7
24.9
6.5
17.0
373.4
△ 31.9

2.8
△ 4.8
3.8
1.2

△ 2.8
4.1

民生費
57億5,846万3千円

総務費
34億4,108万1千円

公債費
29億8,059万5千円

衛生費
29億5,830万4千円

土木費
18億2,512万4千円

教育費
17億9,067万2千円

消防費
13億3,859万5千円

市税
70億9,300万円

地方交付税
58億5,000万円

市債
27億7,680万円

諸収入
10億5,532万円

そのほか
23億3,716万6千円

そのほか
27億7,687万2千円

県支出金
12億3,517万9千円

国庫支出金
16億4,282万9千円

歳 出
224億
3千万円

歳 入
224億
3千万円

平成25年度 予算の主な事業 新城市総合計画施策体系別
＝市の政策課題として優先的に取組む事業（総合計画A判定事業）　　＝マニフェスト対応事業　　＝新規事業　　＝継続事業A マ 新 継

1　市民自治社会創造

A
A マ
A マ 新
A マ 新

A

A マ
A

A
A
A
A

新

総合計画推進事業①

自治基本条例運用事業
地域自治区事業

広報広聴活動事業

電子情報提供事業

市政番組編成事業
地域活性化推進事業①
市民活動サポート事業

国際交流事業

市民討議会開催事業 
地域計画策定支援事業 
　　市民まちづくり集会の開催、市民自治会議運営
地域自治区運営事業 
　　地域自治区の運営に係る経費、地域活動交付金
広報活動事業 
　　広報「ほのか」の発行
市政モニター事業 
ホームページ運用事業 
　　市ウェブサイトの管理運営
　　市政番組「いいじゃん新城」の制作・放送
地域集会施設整備支援事業
市民活動サポートセンター運営事業 
ＮＰＯ・ボランティア育成事業
多文化共生事業

1,034千円

1,618千円
39,746千円

10,159千円

593千円

21,134千円
27,500千円
2,470千円

450千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容
544千円
490千円

9,847千円

312千円

2,254千円
216千円

金　額

２　自立創造

新

A

A

A

A

A 継

A マ
A 新
A
A マ
A

A
A

新

A
A
A

A

A
新

A 新
A 新

A

マ
A

A
A
A

A
A マ
A 新

A
新
新

A
新

A
A
A

重点分野雇用創出事業
観光のまち 新城 PR事業
市観光協会支援事業
湯谷温泉街振興事業
広域観光振興推進事業
ＤＯＳ地域再生事業

自然公園等管理事業

道の駅整備事業
水源林対策事業

森林総合産業の創出事業

市有林管理事業
森林整備事業

林業専用道開設事業
農林業センサス調査事業
担い手育成事業

中山間地域農業振興事業

有害鳥獣対策事業
奨励農畜産物推進事業
環境保全型支払事業

地域農業振興事業
県営農地環境整備事業
雇用対策事業

企業立地推進事業
企業用地等開発推進事業
企業立地奨励事業
企業再投資促進補助事業
バス運行事業

市道路台帳統合整備事業
道整備交付金事業

社会資本整備総合交付金事業

中心市街地活性化対策事業

観光ガイドマニュアル及び観光データベース作成事業 
　　観光PR経費等
　　市観光協会補助金
　　湯谷温泉源施設管理経費等
　　奥三河観光協議会味のお辺路めぐり負担金及びB－１グランプリ支援負担金
　　新城ラリー開催支援委託
　　ツール・ド・新城開催支援委託
　　トレイルレース開催支援委託
　　全日本トライアル選手権開催支援委託
観光施設等整備事業 
　　只持公衆便所及び守義公衆便所の改築
桜淵公園桜の木育成事業 
　　道の駅建設
　　水源林対策事業補助金
　　水源林保全流域協働事業（間伐推進事業）補助金
　　水源林保全流域協働事業（水源林整備協定事業）補助金
市民参加の森づくり推進事業 
森林資源調査・研究事業 
人材育成事業 
　　水源林保全流域協働事業（人材育成事業）補助金
　　市有林の育成・管理等の経費
あいち森と緑づくり事業 
　　森林の現地確認や事業の調整、事業地図面作成
森の未来づくり事業 
　　森林GISの運用、アドバイザーによる森林マネジメント構築に向けた取組み
森林整備奨励事業 
　　落の沢鳳地線
2015年世界農林業センサス調査事業 
担い手育成総合支援事業 
　　新規就農支援対策及び農業近代化資金等の借入等の利子補給
中山間地域等直接支払事業 
　　集落協定に基づく活動に対する交付金等
　　有害鳥獣の捕獲報償金等
　　農畜産物PR、農畜産物の加工品の開発委託等
営農活動支援事業 
　　農業用資材再生利用推進補助金等
人・農地振興事業 
　　作手下山地区、高里第１地区の整備事業補助金
新規雇用創出事業 
　　高校生を対象とした企業説明会の開催
　　企業誘致説明会開催経費
　　企業誘致のための用地開発の推進
　　立地企業への奨励金交付
　　企業の再投資に対する補助
公共バス運行事業 
　　住民の交通手段確保のためのＳバス運行経費等
　　合併前３地区の異なる道路台帳の統合及びデジタル化
市道八束穂県社線（Ⅱ工区） 
　　道路改良負担金、用地購入費等
市道八束穂１号線 
　　道路改良工事、用地購入費等
橋梁長寿命化修繕事業 
　　施所橋（長篠）、大橋（川合）
中心市街地活性化対策推進事業 
　　新城駅前まちづくり事業調査の実施

6,347千円
800千円

20,835千円
30,000千円
1,394千円
2,500千円

38,426千円

411,995千円
70,415千円

18,730千円

29,316千円
68,079千円

37,500千円
10千円

2,059千円

85,132千円

20,915千円
4,114千円
1,935千円

88,567千円
28,500千円
200千円

3,214千円
359千円

2,001千円
28,714千円
128,342千円

88,200千円
260,574千円

30,000千円

24,862千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

36,426千円

2,000千円

1,842千円
2,372千円
14,516千円

57,977千円

8,102千円

2,000千円

180,522千円

80,052千円

金　額

財政課　　23‐7616問 本 TEL
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平成25年度 予算の主な事業 新城市総合計画施策体系別
＝市の政策課題として優先的に取組む事業（総合計画A判定事業）　　＝マニフェスト対応事業　　＝新規事業　　＝継続事業A マ 新 継

２　自立創造

３　安全・安心のくらし創造

マA
マ
マA
マ
マA
マA
マA
マA
マA
マA 新

A
マA
マA

新
新

マA

A
マA

新

A
A 新
A

マA

在宅当番医制運営事業 
第１次救急医療対策事業 
第２次救急医療対策事業 
 
 
 
 
 
　　新城市民病院の運営に要する経費で、総務省の繰出基準に基づくもの
　　新城市民病院の経営基盤強化のための出資金
　　作手診療所の運営
　　作手診療所の施設整備
 
母と子のすくすく健診事業 
　　妊婦健康診査（14回）、乳児健康診査（２回）、不妊治療助成
未熟児養育医療給付事業 
障害児支援給付事業 
市子ども医療費助成事業 
　　対象者：（通院）小学校１年～中学校卒業まで
　　13箇所の児童クラブ運営経費
新城版こども園推進事業 
　　市独自の総合的な子育て支援策の展開
こども園養育支援事業 
　　すくすく広場の運営、育児相談等
　　空調設備設置等
　　中央こども園と城北こども園を統合し新設園とする
地域介護・福祉空間整備事業 
　　介護施設の建設に対する補助（国庫補助事業）
相談支援事業 
　　障害者福祉に関する相談窓口開設経費
　　保険診療に係る医療費の自己負担分の助成
　　庁舎建設実施設計の作成、市民説明会の開催等
　　調査測量業務委託、用地購入費、補償費等
　　庁内ＬＡＮ配線設計
　　作手総合施設の建設に向けた経費
防災資機材等整備事業
　　災害発生時に必要な備蓄用食料、資機材等の購入 

33,854千円

1,698千円
21,200千円
49,258千円
11,708千円
4,209千円
901,955千円
20,045千円
185,500千円
3,089千円
128,726千円
39,559千円

1,803千円
14,925千円
92,005千円

34,827千円
2,569千円

8,325千円
9,661千円
131,500千円

11,100千円

33,537千円
615,765千円

63,119千円
21,736千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容
2,152千円
728千円

30,974千円

2,319千円

250千円

196,982千円
415,431千円
3,352千円

4,402千円

金　額
救急医療対策事業

へき地医療支援事業
休日診療所運営事業
夜間診療所運営事業
訪問看護事業
助産所運営事業
新城市民病院事業会計負担金
新城市民病院事業会計出資金
【国民健康保険診療所特別会計】
　　　施設整備事業
予防接種事業
乳幼児等健康診査事業

未熟児対策事業
障害児支援事業
子ども医療費助成事業

放課後児童対策事業
新城版こども園推進事業

保育所整備事業
新城地区こども園建設事業
老人福祉施設整備事業

地域生活支援事業

精神障害者医療費助成事業
庁舎建設事業

作手総合施設整備事業
防災対策整備事業

A

A

マA 継

マA

３　安全・安心のくらし創造

A

A
A

A

A
A
A

A

新

孤立可能性集落対策事業
　　ヘリポート整備、孤立可能性集落資機材整備費助成
地震ハザードマップ作成事業 
　　災害時要援護者登録台帳の整備
消防水利整備事業 
　　耐震性貯水槽・消火栓の設置等
消防車両整備事業 
　　高規格救急自動車の購入
コミュニティ消防センター・消防詰所整備事業 
消防団車両整備事業 
　　消防団車両５台を更新
　　ホース・チェーンソー等の購入

345千円
67,387千円

70,253千円

2,000千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容
10,971千円

6,363千円

35,330千円

32,057千円

18,663千円
51,590千円

金　額

災害時要援護者支援事業
消防施設・設備整備事業

消防団施設・設備管理事業

消防団備品等整備事業

４　環境首都創造

A 新

新

A 新

A 新
A 新
マA
マ

マA
マ

A

A

A

マA
A
A

博物館開館50周年記念事業 
　　特別展の開催、記念出版物の発行
　　新城自然誌「動物編」の発行
　　共同活動支援交付金事業負担金等
エコオフィス推進事業 
　　緑のカーテン・省エネコンテストの実施
　　住宅用新エネルギーシステム導入促進費補助
エコアクション推進事業 
　　市民環境講座の開催、水生生物調査等経費
エコガバナンス推進事業 
　　環境審議会、中部環境先進５市会議等経費
エコイノベーション推進事業 
　　中部環境先進５市サミット開催経費等
　　資源物の収集・処理・分別表の作成
廃棄物収集運搬事業 
　　可燃ごみ収集運搬（市内全域・週２回収集）、塵芥収集車両の更新
　　施設の管理経費
　　分散型制御システム等整備経費
　　老朽化した処理施設を更新するための基本設計等
有海埋立処分場整備事業 
　　埋立処分場堰堤嵩上工事等
七郷一色埋立処分場整備事業 
　　埋立計画作成経費等
作手菅沼埋立処分場整備事業 
　　埋立処分場遮水シート保護工事

1,410千円

3,840千円
7,867千円
11,649千円

37,756千円
95,140千円

376,873千円
147,389千円
8,500千円
37,672千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

9,323千円

744千円

885千円

697千円

28,253千円

5,064千円

4,355千円

金　額
鳳来寺山自然科学博物館運営事業

新城自然誌発行事業
農地・水保全管理支払交付金事業
持続可能な市民自治社会推進事業

廃棄物減量化・資源再利用推進事業
廃棄物処理事業

クリーンセンター管理事業
クリーンセンター整備事業
し尿処理施設整備事業
最終処分場整備事業

11　財政ビジョン

A

A
A

A

A
A
A

A

A

A
A

　　固定資産税の賦課管理に要する経費
　　市税の収納率向上に向けた対策経費
市税等収納強化事業 
　　市税の収納強化のための徴収嘱託員に係る経費
地方税滞納整理事業 
　　東三河地方税滞納整理機構負担金
コンビニ収納事業 
　　平成25年度から開始する市税のコンビニ収納に必要な経費
　　市の所有する普通財産の管理経費
ふるさと納税推進事業 
宅地販売促進事業 
　　作手長者平団地、サンヒル新城の販売促進のための宅地造成事業特別会計への貸付金等
地域集会施設移管事業 
 
宅地販売促進事業 
　　平成18年度より発行しているザイセイの話の作成経費

25,645千円
28,908千円

4,115千円
369千円

7,235千円

5,600千円
261,800千円
9,000千円
800千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

20,385千円
4,384千円

158千円

3,981千円

金　額
資産税賦課事業
徴収管理事業

普通財産管理事業
企画調整事業
地域活性化推進事業②

行政区対策事業
【宅地造成事業特別会計】
　　　宅地造成事業
ザイセイの話発行事業

A 新
新
新

A
　　高等教育機関誘致に向けた対策経費
　　選挙執行に要する経費
住宅・土地統計調査事業 

11,864千円
59,604千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

4,770千円

金　額
高等教育機関等誘致対策事業
新城市長選挙・新城市議会議員一般選挙執行事業
基幹統計調査事業

12　行政改革ビジョン

A 新 総合計画審議会運営事業 2,277千円
事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

総合計画推進事業②

13　人材育成ビジョン

A 　　職員の能力向上に向けた研修開催経費等3,000千円
事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容

職員研修事業

14　情報ビジョン

そのほか
A 外国人住民基本台帳整備事業 793千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容
戸籍住基管理事業

新
A

A マ

A
A 新

A 新
A

A 新

A
A 新

A
A

A 新
A
A

A
A

A
A 新

新

A

A
新
新

A
A 市街地整備事業

水道施設等維持管理指導事業
重点分野雇用創出事業
耐震診断事業

厚生施設災害復旧事業

市指定文化財釜屋建民家修理事業
教育指導事業
教育振興事業

スクールバス等運営事業
小学校管理事業

小学校施設解体事業

学校施設設備整備事業
中学校管理事業
学校給食安全対策事業
地域文化広場管理事業

体育施設管理事業

総合体育館調査研究事業
社会教育施設管理事業

石田地区市街地整備事業 
平井地区市街地整備事業 
　　専用水道、簡易専用水道等の維持管理指導費等
耐震改修促進支援システム構築事業 
木造個人住宅耐震診断事業 
　　無料耐震診断、耐震改修費補助
非木造住宅耐震診断事業 
　　耐震診断費の補助
しんしろ斎苑災害復旧事業 
　　法面修繕工事
　　市指定文化財釜屋建民家の屋根の葺き替え等
教科書等購入事業 
学校生活適応指導教室推進事業 
「新城ハートフルスタッフ」活用事業 
へき地教育振興事業 
いじめ対策事業 
不登校対策事業 
　　不登校いじめ専門相談員の配置
　　小中学校スクールバスの運営経費
　　小学校16校の管理経費
木の香る学校づくり推進事業 
新城小学校講堂解体事業 
山吉田小学校解体事業 
学校トイレ洋式化事業 
　　中学校６校の管理経費
　　学校給食の放射性物質検査
地域文化広場改修事業 
　　文化会館の空調改修
鬼久保ふれあい広場整備事業 
　　夜間照明施設の改修
 
作手青年の家解体事業 

31,606千円

8千円
5,145千円
14,658千円

190,000千円

28,000千円
1,202千円
20,929千円

21,086千円
228,165千円

94,569千円

28,560千円
117,006千円
1,352千円
276,736千円

15,000千円

100千円
3,210千円

事　業　名 金　額 主　な　事　業　内　容
6,400千円
25,206千円

13,572千円

1,086千円

7,583千円
10,000千円
931千円
56千円

2,359千円

221,655千円
6,510千円
37,322千円
57,247千円

金　額
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20歳以上の障がい者で、重複した重度の障がいがあ
るため、常時特別の介護を必要とする在宅の方に支
給されます。なお、社会福祉施設などに入所してい
る方、病院などに継続して３カ月を超えて入院して
いる方、所得が一定額以上ある方は除きます。

月額26,260円
この手当を受けられる方のうち
①身体１・２級の障がいを有し、IＱ
35以下の方には、月額6,850円

②身体１・２級の方、またはIＱ35以
下の方には、月額1,050円

が加算して支給されます。

20歳未満で、重複した重度の障がいがあるため、常
時特別の介護を必要とする在宅の方に支給されま
す。なお、社会福祉施設などに入所している方、障
がいを支給事由とする年金給付を受けている方、所
得が一定額以上ある方は除きます。

月額14,280円
この手当を受けられる方のうち
①身体１・２級の障がいを有し、IＱ
35以下の方には、月額6,900円

②身体１・２級の方、またはIＱ35以
下の方には、月額1,150円

が加算して支給されます。

①身体障害者手帳１・２級でIＱ35以下の方
②身体障害者手帳１・２級またはIＱ35以下の方
③身体障害者手帳３級でIＱ50以下の方
※65歳以上で、新たに障がい者となられた②・③該
　当者は対象外
なお、社会福祉施設などに入所している方、所得が
一定額以上ある方、特別障害手当・障害児福祉手当
を受けている方は除きます。

左欄①の方には、月額15,500円
左欄②・③の方には、月額6,750円

①身体障害者手帳１・２級の方、IＱ35以下の方、
　精神障害者福祉手帳１級の方
②身体障害者手帳3級の方、IＱ35～50の方、精神
　障害者福祉手帳2級の方
③身体障害者手帳4級の方
④身体障害者手帳5・6級の方、IＱ51～75の方、精
　神障害者福祉手帳3級の方
なお、社会福祉施設入所者、特別障害者手当受給
者、障害児福祉手当受給者へは支給されません。

左欄①の方には、月額2,800円
左欄②の方には、月額2,400円
左欄③の方には、月額1,200円
左欄④の方には、月額1,000円

障がい者に関する手当制度
手当名 対象 支給額など

日本国内に住んで
いる中学校修了前
（15歳に達する日
以後最初の3月31
日まで）の子ども
（留学中の子ども
を含む）を監護・
養育している方

次の場合は、その要件に当てはま
る方に支給
・施設などに子どもが入所してい
る場合は、施設の設置者
・両親が別居している場合は、子
どもと同居している親（単身赴
任などを除く）
・父母が海外に居住の場合は、子
どもを養育する未成年後見人・
里親・父母指定者

3歳未満児　一律　　　月額15,000円
3歳以上小学校修了前　月額10,000円
　　　　※第3子以降　月額15,000円
中学生　一律　　　　　月額10,000円
所得制限以上　一律　 月額 5,000円
※第3子以降とは、18歳に達する日以後最初
の3月31日までの間にある子どもの人数
※中学生は、第3子以降であっても一律金額

20歳未満の精神ま
たは身体に障がい
（または病状）を
有する児童を監
護・養育している
方

・IQ35以下程度または身体障がい
1・2級程度
・IQ50以下程度または身体障がい
3級程度(4級の一部を含む)
※所得制限
　受給資格者および同居の親族な
どの前年（６月分の申請までは
前々年）の所得が一定額以上の
場合は、手当は支給されませ
ん。

IQ35以下程度または身体障がい1・2級程度
児童1人につき　月額50,400円
（額改定・10月分～）月額50,050円
IQ50以下程度または身体障がい3級程度
（4級の一部含む）
児童1人につき　月額33,570円
（額改定・10月分～）月額33,330円

18歳以下（18歳
に達する日以後最
初の3月31日ま
で）の児童（一定
の障がいがあると
きは、20歳未満）
を監護・養育して
いる方

・父母が婚姻を解消した児童
・父または母が死亡した児童
・父または母が重度の障がいにある児童
・父または母から引き続き１年以上遺棄
されている児童
・父または母が裁判所からDV保護命令
を受けた児童
・父または母が引き続き１年以上拘禁さ
れている児童
・母が婚姻しないで生まれた児童
・父、母とも不明である児童
※手当の一部減額措置について（児童扶
養手当）
　「支給開始から５年（３歳未満の児童
がいる場合はその児童が３歳になった
月の翌月から５年）」または「支給事
由（離婚など）発生から７年」が経過
したときは、手当の一部が減額される
場合があります。
※障害基礎年金の子加算との関係（児童
扶養手当）
　両親の一方が障害の状態であり、児童
が父または母に支給される障害基礎年
金の子加算の対象である場合、児童扶
養手当額が障害基礎年金の子加算額を
上回る場合は児童扶養手当を受給する
ことが可能です（母子・父子世帯で父
母自身が障害基礎年金を受給している
場合を除く）。
※所得制限（児童扶養手当・県遺児手
当）
　　受給資格者および同居の親族などの
前年（６月分の申請までは前々年）の
所得が一定額以上の場合は、手当の全
部または一部の支給を停止します。
（県遺児手当は全額停止）
※愛知県遺児手当は、4月から公的年金
を受給できる場合は、手当を受給でき
なくなります。
（3月31日までに認定された方で年金
受給中の方は、引き続き受給できま
す）

児童1人のとき　　
　全額支給　月額41,430円
　一部支給　月額41,420円～9,780円
（額改定・10月分～）
　全額支給　月額41,140円
　一部支給　月額41,130円～9,710円
児童2人のとき
　5,000円加算
児童3人以上のとき
　児童が1人増すごとに3,000円加算

18歳以下（18歳
に達する日以後最
初の3月31日ま
で）の児童（18歳
に達した日の属す
る年度の末日以
後、引続き中学校
又は特別支援学校
の中学部に在学す
る児童を含む）を
監護・養育してい
る方

支給開始1～3年目
　児童１人につき月額4,350円
支給開始4～5年目
　児童1人につき月額2,175円
支給開始6年目～
　支給対象外
※４月から支給額が改定されました。

児童1人につき　月額2,000円

※市遺児手当に所得制限はありません。

子どもに関係する手当制度
手当名 対象 要件など 支給額など

問
本鳳作

TELTELTEL

※金額は改定することがあります。

各種手当の詳しい内容（受給資格の確認など）は、福祉課、こども未来課、鳳来・作手各総合支所地域振興課へお問い合わせください。 

特別障害者手当

障害児福祉手当

在宅重度
障害者手当

市障害者手当

児童手当

児童扶養手当

県遺児手当

市遺児手当

特別児童扶養手当
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４
月
か
ら
新
城
市
自
治
基
本
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
市
民
・
議
会
・
行
政
が
力
を
合

わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
市
民
自
治
会
議
は
、
こ
の
条
例
が

正
し
く
理
解
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い
る

か
を
検
証
し
、
ま
た
、
多
く
の
方
に

周
知
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

な
ど
、
普
及
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期
　
2
年
間

20
歳
以
上
で
市
内
在
住
、
在
勤
の

方7
人
以
内

活
動
回
数

　
年
5
回
を
予
定

報
酬会

議
に
出
席
し
た
と
き
は
、
市
が

定
め
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
4
月
22
日
㈪
〜
5
月
17
日
㈮

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
民
自
治
推
進
課
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
応
募
用
紙
は
、
市

民
保
険
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
、
本
人
へ
通
知
し
ま

す
。

委
員
を
募
集
し
ま
す

TEL

市
民
自
治
推
進
課
　　
23
‐
7
6
9
2
　
　
23
‐
7
6
9
4
　
　shim

injichi@
city.shinshiro.lg.jp

問
申

本

FAX

em

対定

応

市税のコンビニ収納を始めます TEL税務課　　23‐7679問 本

 ５月から、コンビニエンスストア（以下「コンビニ」と略します）で市税を納めることができるよ
うになります。金融機関や市役所窓口に加えて、コンビニの営業時間内であれば、土・日曜日、祝日
や夜間でも市税を納めることができます。

コンビニ収納をご利用いただける税目
　市民税・県民税（普通徴収）
　固定資産税・都市計画税
　軽自動車税
　国民健康保険税（普通徴収）
５月以降に発行される納入書で、バーコード印字がされているものに限ります。

取扱コンビニ店舗一覧

セブン－イレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルＫ、サンクス、デイリーヤマザキ、
ヤマザキデイリーストア、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ミニストップ、セイコー
マート、ポプラ、生活彩家、くらしハウス、スリーエフ、コミュニティ・ストア、セーブオン、
ココストア、ＭＭＫ（マルチメディアキオスク）、エブリワン、ＳＰＡＲ（三菱ＵＦＪニコス
(株)取扱の表示店舗）、ＲＩＣマート、スリーエイト（順不同）

コンビニで納めることができない納入書
・納期限が過ぎたもの
・バーコードの印字がないものや、傷、汚れなどによりバーコードを読み取れないもの
・納入書１枚あたりの金額が30万円を超えるもの
・金額、そのほかの事項が訂正または改ざんされているもの
※このような納入書は、納入書裏面に記載のある金融機関でお納めください。

納入書の様式が変わります
　コンビニ収納対応により、納入書の様式が変わります。全期一括分および１期分の納入書について
は封入形式、２期以降の納入書については圧着ハガキ形式となります。
　なお、全期一括分の納入書と１期分の納入書が同封されている場合、同時に納めることのないよ
う、十分ご注意ください。
　また、口座振替により市税を納税いただいている方の納税通知書については、圧着ハガキ形式とな
ります。

納税証明書の申請について
　コンビニで納めていただいた場合、市で収納確認ができるまでに３週間ほどかかる場合がありま
す。コンビニで納入後、すぐに「納税証明書」の申請をされる際には、必ず領収証書をご持参くださ
るようお願いします。
　領収証書を必ず受け取り、大切に保管してください。

※市では、納税のための手間がなく、安心・便利な口座振替による納税をお勧めしています。
　取扱金融機関の市内店舗窓口で、直接お申し込みできます。

市
民
自
治
会
議
委
員

　
市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
は
、
市
政

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
・

議
会
・
行
政
が
意
見
交
換
を
行
う
も

の
で
す
。
多
く
の
市
民
の
方
々
が
参

加
し
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
市
で
は
、
本
年
度
に
開
催
す
る
市

民
ま
ち
づ
く
り
集
会
の
実
行
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
市
民

ま
ち
づ
く
り
集
会
を
企
画
・
運
営
し

ま
せ
ん
か
。

任
期
　
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

①
テ
ー
マ
の
決
定
や
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成

②
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
の

P
R
活
動

③
当
日
の
会
場
設
営
・
運
営

18
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
高
校

生
を
除
く
）

報
酬
　
無
報
酬
で
す
。

募
集
期
間

　
4
月
22
日
㈪
〜
5
月
10
日
㈮

市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
実
行
委
員

会
委
員
希
望
の
旨
を
市
民
自
治
推

進
課
へ
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
実
行
委
員
会
委
員

内

応

対

郵
送
先
　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

（
住
所
の
記
入
不
要
）
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市
は
、
こ
れ
ま
で
共
育
の
啓
発
と

推
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
行
動
指
針

と
し
て
「
新
城
三
つ
の
し
つ
け
」（
あ

は
は
運
動
＝
あ
い
さ
つ
先
手
、
ハ
イ

と
い
う
返
事
、
は
き
も
の
そ
ろ
え
）

を
位
置
付
け
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
、「
新
城
三
つ
の
し
つ
け
」
を
補
完

す
る
新
た
な
「
新
城
共
育
12
」（
仮

称
）
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

た
め
、
新
城
の
共
育
を
象
徴
す
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

募
集
期
間

　
5
月
1
日
㈬
〜
31
日
㈮

応
募
資
格
　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
お

よ
び
市
内
在
住
の
方

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
生
涯
学
習
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
生
涯
学
習
課

賞
品
お
よ
び
賞
状

最
優
秀
賞
　
１
点
　
１
万
円

優
秀
賞
　
　
３
点
　
５
千
円

入
賞
者
が
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
場
合
は
図
書
カ
ー
ド
、
大
人
の

場
合
は
市
内
共
通
買
物
券
「
い
ー

じ
ゃ
ん
」
の
相
当
額
を
贈
呈
し
ま

す
。

※
応
募
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

共
育

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

と 

も

　い 

く

TEL

生
涯
学
習
課

　　
23
‐
7
6
5
4

問
本

　
本
市
で
は
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス

が
１
社
も
提
供
さ
れ
て
い
な
い
不
感

エ
リ
ア
を
解
消
す
る
た
め
に
、
携
帯

電
話
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
前
提
と
し
た

市
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
伝
送
路
貸
し
出

し
や
、
携
帯
電
話
鉄
塔
施
設
整
備
工

事
を
実
施
し
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
エ
リ
ア
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
人
家
が
散
在
す
る

携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
携
帯
電
話

不
感
エ
リ
ア
の
解
消
を
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
ま
す
が
、
直
接
の
利
用

者
で
あ
る
皆
さ
ん
が
声
を
届
け
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

　
要
望
先
は
次
の
通
り
で
す
。

市
内
ど
こ
で
も
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
る

地
域
に
！

TEL

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　　
23
‐
7
6
1
2

問
本

　共育とは、「家庭、地域、学校が連
携し、子どもの教育に関わることで、
子どもと共に大人も育つ」ことを意味
する本市の教育理念です。さらに簡潔
に表現すると、「共に過ごし、共に学
び、共に育つ」ことを意味します。

 【 共　育　と　は 】
とも 　  いく

NTTドコモ-聞かせて！
ドコモの電波状況-

ドコモの携帯電話から
113(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

0120-800-000
(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

電波サポート24

auの携帯電話から
157(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

0077-7-111
(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

電波改善の
ご要望受付窓口 ソフトバンクの

携帯電話から157
(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

0800-919-0157
(通話料無料)
【受付時間】
午前9時～午後８時

ホームページから 携帯電話から 一般電話などから

携帯電話
サービス
事業者

ドコモ

ソフト
バンク

au

携帯電話サービスエリア拡大、改善に向けての要望先

８
０
２
０
の
募
集

８
０
２
０
の
募
集

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

健
康
づ
く
り
教
室
募
集

健
康
づ
く
り
教
室
募
集

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
児

に
対
す
る
特
例
措
置

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
児

に
対
す
る
特
例
措
置

産
後
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン（
要
申
込
）

●
●
●
●

●
●
●
●

お
知
ら
せ

お知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
29
日
㈬
　
午
前
実
施

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
６
月
10
日
㈪
　
午
前
実
施

※

両
日
と
も
乳
が
ん
は
一
日
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

※

40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
胃
が
ん   

　
　 

１
，
０
０
０
円

　
大
腸
が
ん 

　
　
　
　
３
０
０
円

　
前
立
腺
が
ん 

　
　
　
５
０
０
円

　
子
宮
が
ん 

　
　
　
　
８
０
０
円

　
乳
が
ん 

　  

　 

１
，
３
０
０
円

      

（
40
歳
代
　
１
，
４
０
０
円
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
13
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
交
流
会
、
リ
カ
バ
リ
ー
ヨ
ガ

　
１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
家
族

　
15
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

　
水
分
、
運
動
で
き
る
服
装

　
　新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
23
日
㈭

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
24
年
７
月
〜
10
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
12
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、

　
エ
プ
ロ
ン
、
よ
だ
れ
か
け
、
タ

　
オ
ル
、
お
茶
、
筆
記
用
具

　西
部
公
民
館

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
14
日
㈫
〜
７
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※

毎
週
火
曜
日
（
全
10
回
）

　
　
市
内
在
住
の
方
　
30
人

　
２
，
０
０
０
円
（
保
険
料
込
）

受
付
開
始
　
４
月
22
日
㈪

　ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
15
日
㈬
〜
７
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）

　
　
市
内
在
住
の
方
　
20
人

　
２
，
０
０
０
円
（
保
険
料
込
）

　
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

受
付
開
始
　
４
月
22
日
㈪

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
４
日
㈭
〜
12
月
５
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜　午

後
２
時
30
分

※

毎
月
第
１
木
曜
日
（
全
６
回
）

　
食
生
活
や
健
康
づ
く
り
に
関
す

　
る
講
義
と
調
理
実
習

　
　
市
内
在
住
で
、
終
了
後
ヘ
ル

　
ス
メ
イ
ト
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
が
可
能
な
方
　
20
人

　
実
習
材
料
費
　
１
，
５
０
０
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
１
，
０
５
０
円

教 

室

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＆
ボ
デ
ィ
ケ
ア

（
体
調
改
善
）教
室（
要
申
込
）

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座（
要
申
込
）

水
中
運
動
教
室（
要
申
込
）

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）
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集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

検 

診

　
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
を
３
，
０
０
０

円
助
成
し
ま
す
。

　
　市
内
指
定
医
療
機
関

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該

　
当
し
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

・
70
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
心

　
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免

　
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　
機
能
障
害
の
あ
る
方

※

過
去
５
年
に
接
種
し
て
い
な
い

　
方
に
限
り
ま
す
。

　
５
，０
０
０
円
（
自
己
負
担
金
）

　
保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
、

　
年
齢
・
住
所
確
認
の
で
き
る
も
の

　県
歯
科
医
師
会
で
は
、
80
歳
で

ご
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

を
表
彰
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
方
で
、
ご
自
分
の
歯
が

　
20
本
以
上
あ
る
方

※

過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
除
く
。

　
５
月
31
日
㈮

　
４
月
か
ら
、
新
城
歯
科
医
師
会

所
属
の
歯
科
医
院
で
の
個
別
健
診

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

　
妊
婦
、
産
後
１
年
未
満
の
産
婦

　
無
料

　
受
診
券
が
必
要
で
す
。
受
診
券

　
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
母

　
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
新
城

　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

　
　
市
内
指
定
医
療
機
関

　
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
日
本

　
脳
炎
予
防
接
種
の
第
１
期
（
初

　
回
２
回
と
追
加
１
回
の
計
３
回
）

　
と
第
２
期
（
１
回
）
の
必
要
回

　
数
が
未
接
種
の
方

※

第
２
期
は
９
歳
以
上
の
方

　　
満
20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

　
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
予

　
診
票
な
ど
の
な
い
方
は
、
新
城

　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
発
行

　
し
ま
す
。 

　
健
康
の
た
め
の
運
動
教
室
を
ま

と
め
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
市
内
で
実
施
し
て
い
る
成
人
対

　
象
の
健
康
づ
く
り
に
関
係
し
た

　
教
室
や
サ
ー
ク
ル

　
５
月
31
日
㈮

時 申 所対￥
定

時 申 所対￥持
定

対
定

申対
所

申
所

申
所

￥持対対￥他 〆

申対〆 時

時対定持
所
申

時内￥
所
申

時内定 対持
所
申

時所申時内¥
所
申

接
種
期
限

持他



※
東
三
河
の
小
・
中
学
生
は
「
穂

の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の

提
示
で
無
料

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

「
開
館
50
周
年
記
念・春
の
博
物
館

感
謝
祭
」

５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㉁

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
特

売
、
鉱
物
・
化
石
販
売
、
宝
石

探
し
、
ダ
ー
ツ
な
ど
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
バ
ル
コ
ニ
ー
で
開

催
し
ま
す
。「
奥
三
河
鉱
物
フ

レ
ー
ム
切
手
」
の
販
売
も
行
い

ま
す
。

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

「
東
三
河
の
き
ら
め
き
鉱
物
展
‐

横
山
良
哲
が
愛
し
た
郷
土
の
鉱
物

た
ち
‐
」

　
前
博
物
館
長 

故
・
横
山
良
哲

氏
が
生
涯
愛
し
続
け
た
鉱
物
や
化

石
、
岩
石
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
し
紹
介
し
ま
す
。

４
月
27
日
㈯
〜
６
月
30
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

博
物
館
特
別
展
示
室

大
人　
　
　
　

 

２
１
０
円

こ
ど
も　
　
　

 

１
０
０
円

（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

と男
の女
と男
の女

スソ直し30分でOK!
その他のお直しも承ります

ジャケット、スカート、パ
ンツの

別売りもあります!
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

催
し・行
事

広
告

時￥ 所 申
問

TEL

時内 所 申
問

TEL

50 

th
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン（
東
海
）」

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

東
海
財
務
局
の

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

ハッピー エンディング メロディー
音の出る遺書いかがですか!

飯田線新城駅前すぐ【見積り無料】【初回相談無料】

★会社・ＮＰＯ／補助金／入国管理／建設業／農地法／離婚／内容証明　ほか☆

50
周
年
記
念
特
別
展

AED

市町村・イベント名 開 催 日 時 開 催 場 所 内 容

花しょうぶ約300種37,000株
が植栽され、照明により夜間も
観賞できます。

各種販売やよさこいコンテス
ト、フリーマーケットの催しが
あります。
初日「初凧祈願祭」では、華や
かな絵柄の初凧が大空を舞い、
翌日は糸を切りあう「けんか
凧」が楽しめます。
チェンソーだけを使って、チェ
ンソーアートを愛好家が作る大
会です。

萩太郎山の広大な敷地に、40
万株の芝桜が咲き誇ります。

問い合わせ先

豊橋市
花しょうぶまつり

豊川市
豊川市民まつり
「おいでん祭」

田原市
田原凧まつり

豊根村
芝桜まつり

東栄町
第13回日本チェンソー
アート競技大会in東栄

初凧祈願祭：
トヨタ自動車㈱厚生センター
けんか凧合戦：
田原市総合体育館周辺

賀茂しょうぶ園

豊川運動公園

茶臼山高原

東栄ドームグランド
花祭会館

5月下旬～6月中旬

5月25日㈯・26日㈰

5月25日㈯・26日㈰

5月25日㈯・26日㈰

5月11日㈯～6月9日㈰

豊橋市観光振興課 
　0532-51-2430

豊根村観光協会
　0536-87-2525

チェンソーアート
クラブ東栄
　0536-76-1199

田原まつり会館
　0531-22-7337

豊川商工会議所
　0533-86-4101

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

新

ほの国
イベント情報

（5月～6月）

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

　
　
　
35
‐
5
0
1
2

hri-hakubutukan1@
city.shi

nshiro.lg.jp

「
乳
岩
峡
の
地
質
」

５
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

乳
岩
お
よ
び
乳
岩
峡

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
三
河
川
合
駅

博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分

野
）

40
人

大
人　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
３
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
　
　
鳳
来
分
署

　
　
　
　
32
‐
2
8
8
8

　
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
あ
な
た
の
勇
気
が
「
命
」
を
救

い
ま
す
。

５
月
12
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

消
防
署
鳳
来
分
署

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法

中
学
生
以
上

20
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
応

急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
救
急
担
当

　
　
　
22
‐
1
1
1
9

　
あ
な
た
も
救
命
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

 

こ
の
講
習
で
は
、
救
命
の
技
術

を
１
日
か
け
て
細
か
く
習
い
ま

す
。５

月
19
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
８
時

間
）

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

成
人
、
小
児
お
よ
び
乳
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
、

止
血
法
、
感
染
防
止
、
傷
病
者

管
理
法
、
外
傷
の
手
当
て
、
搬

送
法

中
学
生
以
上

10
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
応

急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
子
育
て
に
関
す
る
活
動
や
遊
び

を
通
し
て
親
子
の
絆
を
深
め
、
親

同
士
の
交
友
関
係
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
に
ょ
〜
ろ
】

（
年
間
18
回
程
度
）

第
１
回

５
月
28
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

西
部
公
民
館

リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

４
月
１
日
現
在
、
１
歳
以
上
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

親
子
25
組
程
度

年
２
，
０
０
０
円
（
お
や
つ
代

な
ど
）

５
月
７
日
㈫
か
ら
電
話
受
付
開
始

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

第
２
回
目
以
降
は
、
月
２
回
程

度
火
曜
日
を
中
心
に
開
催
予
定

で
す
。

お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集　
　
　

　
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん

で
く
れ
る
お
手

伝
い
の
方
を
募

集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
商
工
課

　
　
　
23
‐
7
6
3
4

　

財
務
省
東
海
財
務
局
が
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
無
料
）

金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
東
海
）

　
０
５
２
‐
９
５
１
‐
９
６
２
０

 

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
々
の

相
談
窓
口
も
設
け
て
い
ま
す
。（
無

料
）多

重
債
務
相
談
窓
口

　
0
5
2
‐
9
5
1
‐
１
７
６
４

募
集

そ
の
ほ
か

普
通
救
命
講
習
会

上
級
救
命
講
習
会

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

定

時所内

対￥持他

問
申

消
TEL

時所内対

定 時所内対￥申

問
消

TEL

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

申
問

TELFAX

問
本

問問

TEL
TELTEL

問
本

TEL

り
ょ
う
て
つ

定 集￥持 講 所 時 em

定￥持他

他



　
　

総
合
政
策
部

　
　
　

23
‐
7
6
7
3

　

４
月
号
６
ペ
ー
ジ
「
中
学
生
議

会
開
催
」
の
文
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

誤
：
宮
城
県
石
巻
市

正
：
岩
手
県
釜
石
市

　　
　

市
民
保
険
課
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‐
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４
月
号
10
・
11
ペ
ー
ジ
「
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
が
変
わ

り
ま
す
」
の
年
金
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
納
付
月
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

誤
：
年
６
回

（
４
・
６
・
８
・
12
・
２
月
）

正
：
年
６
回

（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
２
月
）

緑
化
活
動
を
支
援
し
ま
す

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

おすすめ本の紹介

新城図書館のご案内

　こぎつねは、人間の小学校へ
行ってみたくてたまりません。
そこで人間の子どもに化けて、
一年生に仲間入りをするのです
が…。楽しくて、読後ににっこ
りできるお話です。

「こぎつねいちねんせい」
斉藤　洋 /作　にき まゆ /絵
あかね書房

　４月23日㈫から５月12日㈰は、
「こどもの読書週間」です。
標語：「たくさん読んで　大きくなあれ」
　親子で、またお孫さんと楽しめる本を
特集します。ご一緒にいかがですか。

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

番
組
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
検

索
サ
イ
ト
で
「
い
い
じ
ゃ
ん
新

城
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.shinshir

o.lg.jp/

　
　

都
市
計
画
課

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
耐
震
化
ア
ド
バ

　
　

イ
ザ
ー
協
議
会

　

0
5
2
‐
6
8
3
‐
6
3
1
2

　

0
5
2
‐
6
8
3
‐
6
4
1
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秘
書
広
報
課

　
　
　

23
‐
7
6
2
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市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新

城
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
出
演
し
て
も
放
送
時

間
に
間
に
合
わ
ず
見
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
方
や
、「
い
い
じ
ゃ
ん
新

城
」
が
放
送
さ
れ
て
い
な
い
地
域

の
方
に
も
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
配
信

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
と

同
じ
で
毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時

30
分
に
行
い
、
１
月
１
日
以
降
の

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん

新
城
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
を
始
め
ま
し
た

住
ま
い
の
耐
震
改
修

大
相
談
会
in
東
三
河

　
　
　

都
市
計
画
課
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市
で
は
、
県
が
行
う
「
あ
い
ち

森
と
緑
づ
く
り
都
市
緑
化
推
進
事

業
」
に
基
づ
き
、
市
民
や
事
業
者

が
行
う
優
良
な
緑
化
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◇
緑
の
街
並
み
推
進
事
業

　
市
内
の
市
街
化
区
域
お
よ
び
市

街
化
調
整
区
域
内
の
既
存
集
落
に

お
い
て
、
民
有
地
の
建
物
ま
た
は

敷
地
の
緑
化
を
推
進
す
る
事
業

で
、
必
要
な
要
件
を
満
た
す
も
の

が
対
象
で
す
。

対
象
経
費

屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
、
空
地

緑
化
お
よ
び
駐
車
場
緑
化
の
工

事
費
の
う
ち
植
栽
、
植
栽
基

盤
、
灌
水
施
設
お
よ
び
生
垣
設

置
に
係
る
工
事
費

補
助
要
件

緑
化
面
積
が
80
㎡
以
上
の
緑
化

工
事
（
生
垣
の
場
合
は
延
長
50

ｍ
以
上
）

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
10
万
円
以
上
５
０
０
万
円

以
下
）

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

問
本

TEL

児童本

　いつもやさしいアントン
先生の病院には、あごのは
ずれたワニや腰が痛いヘビ
など、いろいろな動物たち
がやって来て、先生は大忙
し。ところがある日先生が
倒れてしまってさあ大変！

「アントンせんせい」
西村敏雄 /作　講談社
絵　本

①「しゅわしゅわ村のおい
　しいものなーに？」
②「しゅわしゅわ村のどう
　ぶつたち」
　絵を見て楽しみながら、
手話を自然に覚えられる絵
本です。手話と指文字の解
説が付いています。

「手話ではなそうシリーズ」
くせ さなえ /作・絵　偕成社
絵　本

◇
市
民
参
加
緑
づ
く
り
事
業

　
市
民
団
体
な
ど
が
市
内
の
公
有

地
に
お
い
て
、
市
民
参
加
に
よ
り

行
う
植
栽
な
ど
の
活
動
、
体
験
学

習
事
業
な
ど
で
必
要
な
要
件
を
満

た
す
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
要
件

対
象
事
業
費
が
10
万
円
以
上

で
、
活
動
な
ど
の
参
加
者
が
延

べ
１
０
０
人
以
上
で
あ
る
こ
と

（
講
師
派
遣
事
業
は
参
加
者
20

人
以
上
）

補
助
金
額

上
限
３
０
０
万
円
（
講
師
派
遣

事
業
は
上
限
17
万
円
）
補
助
の

対
象
と
な
る
経
費
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
。

※
実
施
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

事
業
要
件
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

佐野事務所
新城市字八幡15-14

☎0536-22-2233市役所西400m・法務局西隣

登記 相続

司 法 書 士
土地家屋調査士
行 政 書 士

問
申

消
TEL

hp

５
月
11
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

５
月
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場

「
プ
ラ
ッ
ト
」
創
造
活
動
室
A

無
料
耐
震
改
修
相
談
会
（
要
事
前

申
し
込
み
）、耐
震
改
修
工
法
展
示

会
、
親
子
ス
ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
教
室

無
料

後
援　
東
三
河
５
市

　
　

新
城
警
察
署 

　
　
　

22
‐
0
1
1
0

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

　
５
月
は
全
国
一
斉
の
自
転
車
月

申
問

時所内￥

本
TELFAX

間
で
す
。

　
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
始
め
と

す
る
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

１
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

２
車
道
は
、
左
側
を
利
用

３
歩
道
は
、
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
よ
り
を
徐
行

４
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

　
の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

　
停
止
・
安
全
確
認

５
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

新
城
警
察
署
だ
よ
り

お
詫
び
と
訂
正

問
本

TEL

問
本

TEL

ひろし
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問
本

TEL

スイミング
アクアビクス

アクアウォーキング
健康体操

小 学 生 対 象　全１２回　13,800円
１８歳以上対象　全１４回　　7,000円
１８歳以上対象　全１４回　　7,000円
１８歳以上対象　全 ８ 回　　4,000円

新年度スクール生
募集中!!

新年度スクール生
募集中!!

新年度スクール生
募集中!!

鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1605　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

4月～
７月期

再発見！
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明
治
時
代
、
新
城
町
の
郷
土
史

家
と
い
え
ば
自
他
と
も
に
認
め
ら

れ
て
い
た
の
が
入
船
に
住
ん
で
い

た
皆
川
登
一
郎
で
し
た
。

　
皆
川
家
は
、
新
城
藩
菅
沼
家
の

家
老
と
し
て
仕
え
て
い
た
家
柄

で
、
登
一
郎
も
第
七
代
当
主
と
し

て
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
長
篠

合
戦
の
研
究
・
普
及
に
活
躍
し
た

人
物
で
し
た
。
登
一
郎
は
明
治
二

十
（
一
八
八
七
）
年
八
月
、
内
務

省
地
理
局
地
方
取
調
委
員
と
し
て

東
三
河
地
方
を
巡
回
調
査
し
た

時
、
歴
史
に
興
味
を
抱
き
、
長
篠

合
戦
の
研
究
を
始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
明
治
三
十
（
一
八
九

七
）
年
陸
軍
軍
医
総
監
松
本
順
が

長
篠
城
址
を
訪
れ
る
と
、
登
一
郎

は
案
内
役
と
し
て
説
明
に
あ
た

り
、
当
時
畑
と
な
っ
て
荒
れ
果
て

て
い
た
長
篠
城
址
の
保
存
の
急
務

を
松
本
総
監
た
ち
に
力
説
し
ま
し

た
。
松
本
総
監
は
登
一
郎
の
熱
意

に
感
動
し
、
す
ぐ
に
木
標
を
購
入

し
、
長
篠
合
戦
の
戦
死
者
の
墳
墓

に
そ
れ
を
建
て
ま
し
た
。

　
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
長
篠

古
戦
場
顕
彰
会
が
石
碑
を
建
て
て

顕
彰
活
動
を
実
施
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
が
登
一
郎
と
松
本
と

の
出
会
い
で
し
た
。

　
登
一
郎
は
、
長
篠
合
戦
の
著
述

活
動
に
も
没
頭
し
、「
長
篠
戦

記
」、「
長
篠
軍
記
」、「
長
篠
実
戦

記
」
の
三
部
作
を
著
し
、
こ
れ
ら

は
長
篠
古
戦
場
来
場
者
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
し
て
、
ま
た
、
参
考
図

書
と
し
て
多
大
な
便
宜
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
た
め
当
時
の
人
た
ち

は
登
一
郎
を
「
長
篠
合
戦
の
生
き

字
引
」
と
評
し
ま
し
た
。

　
登
一
郎
の
知
友
、
陸
軍
参
謀
本

部
の
伴
三
千
雄
は
、
登
一
郎
死
後

の
お
悔
み
状
で
「
長
篠
古
戦
場
に

お
け
る
恩
人
」
と
、
登
一
郎
に
対

し
て
最
大
の
賛
辞
を
表
し
ま
し

た
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

皆
川
登
一
郎
と

　　　　　　　長
篠
城
址

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

み
な 

が
わ  
と  

い
ち 

ろ
う

ば
ん 

み   

ち   

お

ま
つ
も
と
じ
ゅ
ん

ふ
ん 

ぼ

皆川登一郎



皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

秘書広報課  　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

今月の旬な食材

　煎茶の生産量は県内１位。

新城の地形は、旨味と渋みが調
和した

煎茶栽培に適している。

食育推進キャラクター「ちゃばのしん」

　人当たりがよく、癒し系。誰に対
しても合うので、欠かせない存在。

お茶お茶お茶

☆作り方☆

☆材料☆（４人分）

①いりこはポキッと折れるくらいまで空炒りす
る。
②お茶の出しがらに、茶の葉がかくれるくらい
の水を入れて中火で煮る。
③②を砂糖、しょうゆ、みりんで味付けし、い
りこを入れて汁気がなくなるまで煮る。
④白ごまを加え、好みで一味唐辛子を入れる。
※煮ている途中はあまり混ぜすぎないこと。
レシピ：新城市食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

…………100g
…………………30g
………………20g
…………大さじ2

お茶がら
砂糖
いりこ
白ごま

……大さじ3.5
………大さじ3.5

しょうゆ
みりん
好みで一味唐辛子
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国土交通省豊橋河川事務所　管理課　管理係
　0532‐48‐8105

問

TEL

　豊川流域にお住まいの方々のご協力を得て、
河川の愛護と流域住民との連携強化を進めるた
め、河川愛護モニターを公募します。
任期　７月１日㈪から１年間
河川愛護に関するさまざまなテーマについ
て、河川を観察し、毎月、レポートの提出を
お願いします。

活動範囲　
・金沢橋から江島橋までの左岸
・江島橋から野田城大橋までの右岸
謝礼　月額4,000円程度（予定）
活動範囲近隣にお住まいの年齢20歳以上
で、川に接する機会が多く河川愛護に関心の
ある方

　ホームページから応募していただくか、応募
用紙を問い合わせ先へ請求してください。

　http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/ 
応募期間　５月１日㈬～24日㈮（必着）

　市文化協会　　23‐7656
　毎年秋に行っていた芸能祭を、今年から春に
も行うこととなりました。大正琴、しの笛、フラ
ダンス、民踊、吟剣詩舞、おこと、民謡、吹奏楽
など、迫力あるステージをお楽しみください。
総会
　５月25日㈯　午前９時30分
　文化会館小ホール
春の市民芸能祭　
　５月25日㈯　午前10時30分
　文化会館小ホール　　無料

内

対

応

hp

問

時

所

時

所 ￥

TEL

ロ
リ
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
）
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の

中
の
表
面
に
付
着
す
る
よ
う
に
存
在
す
る
、

ら
せ
ん
形
を
し
た
細
菌
で
す
。
従
来
、
胃

に
は
胃
酸
が
あ
る
た
め
、
細
菌
は
生
息
で

き
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
１

９
８
３
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ォ
レ

ン
博
士
と
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
が
ピ
ロ
リ
菌

の
培
養
に
成
功
し
、
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
が

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
腸
に
は

多
く
の
細
菌
が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
は
病
原
性
が
な
く
、
消
化
を
助
け
る
な

ど
有
用
な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
胃
の
粘
膜
に
生
息
す
る
ピ
ロ
リ
菌

は
、
胃
炎
を
は
じ
め
、
胃
潰
瘍
や
十
二
指

腸
潰
瘍
、
胃
が
ん
な
ど
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
人
口
の
約
半
数
が
ピ
ロ
リ

菌
の
感
染
者
だ
と
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は

約
６
千
万
人
が
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
50
歳
以
上
に
感
染
者
が
多

く
、
そ
の
60
〜
70
％
の
人
が
感
染
者
で
あ

る
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
て
も
高
い
確

率
で
胃
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
疫
学
研
究
に
よ
る
と
、
胃
が
ん
患

者
の
胃
粘
膜
に
は
高
頻
度
に
ピ
ロ
リ
菌
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
が
ん
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ロ
リ
菌
が
産

生
す
る
毒
素
（
Ｖ
ａ
ｃ
Ａ
タ
ン
パ
ク
質
）

に
は
胃
粘
膜
の
免
疫
を
弱
め
る
働
き
が
あ

る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
間
接
的
に
胃
が
ん

の
発
症
を
促
進
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
１
９
９
４
年
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
は
胃
が

ん
の
確
実
発
が
ん
因
子
で
あ
る
と
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、

最
高
の
危
険
性
を
示
す
「
グ
ル
ー
プ
１
」

に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
強
力
な

発
が
ん
性
で
知
ら
れ
る
タ
バ
コ
や
ア
ス
ベ

ス
ト
と
同
じ
分
類
で
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
か
は
、
内

視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）
の
際
に
胃
の
組

織
の
小
片
を
採
取
し
て
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
を
行
わ
ず
間
接

的
に
ピ
ロ
リ
菌
を
調
べ
る
検
査
は
、
検
査

薬
を
飲
ん
だ
後
の
呼
気
を
分
析
す
る
尿
素

呼
気
試
験
や
、
血
清
学
的
検
査
法
（
血
液

検
査
）
が
あ
り
、
内
視
鏡
を
用
い
た
直
接

的
方
法
と
比
べ
手
軽
に
検
査
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
は
薬
剤
に
よ
り
除
菌
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
す
べ
て
の
ピ
ロ
リ
菌

感
染
者
が
直
ち
に
除
菌
療
法
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は
症
状
も

な
く
、
健
康
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
除
菌

療
法
が
必
要
か
ど
う
か
は
医
師
と
よ
く
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
療
法
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
末
か
ら
健
康
保
険
の
適
用
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
尿

素
呼
気
試
験
な
ど
の
検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
感

染
が
確
認
さ
れ
、
内
視
鏡
に
よ
り
胃
炎
症

状
が
確
認
さ
れ
た
方
も
除
菌
療
法
が
健
康

保
険
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
軽
度
の
胃
炎
で
も
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

に
よ
り
症
状
が
改
善
し
た
と
い
う
研
究
結

果
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
以
前
に
健
診
な

ど
で
胃
炎
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
一
度
ピ
ロ
リ
菌
を
保
有
し
て
い
る
か

検
査
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気

       

《
保
険
適
用
範
囲
が
拡
大
！
》

市
民
病
院

　消
化
器
科
・
外
科

診
療
部
長

金
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か
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ecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topics

環境課  　　　23‐7677／　 23‐8388

生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

申 本

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
下
駄
箱

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

・
テ
ー
ブ
ル
（
５
点
セ
ッ
ト
以
上
）

・
洋
服
ダ
ン
ス

・
整
理
ダ
ン
ス

・
子
供
服
（
女
児
用
）

・
お
も
ち
ゃ
（
１
〜
３
歳
用
）

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活
衛
生

課
（　

22
‐
０
５
２
１
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

TEL

　
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
と
は
、

森
か
ら
海
ま
で
の
流
域
全
体
を
視
野
に
入

れ
、
水
循
環
の
現
状
と
そ
の
変
化
を
把
握

す
る
た
め
、
流
域
の
水
環
境
の
状
況
を
県

内
全
域
で
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
調
査
へ
の
参
加
者
（
グ
ル
ー
プ
）

を
募
集
し
ま
す
。

６
月
５
日
㈬
（
環
境
の
日
）
の
前
後
１

週
間
（
こ
の
期
間
以
外
に
時
期
を
ず
ら

し
て
調
査
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

身
近
な
水
辺
（
河
川
、
水
路
、
た
め
池

な
ど
）
で
「
水
質
」、「
水
量
」、「
生
態

系
」、「
水
辺
の
親
し
み
や
す
さ
」
な
ど

に
つ
い
て
調
査
・
報
告
を
行
い
ま
す
。

①
グ
ル
ー
プ
（
複
数
名
で
構
成
）

で
あ
る
こ
と

※
２
人
以
上
で
の
参
加
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

子
ど
も
だ
け
で
の
調
査
は
危
険
な
た
め
、
保

護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

（
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
従
っ
て

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
調
査
地
点
ま
で
の
交
通
費
な
ど

は
自
己
負
担
で
き
る
こ
と

５
月
24
日
㈮
ま
で

申
込
書
（
環
境
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
環
境
課

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
市
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た

め
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
（
店
舗

な
ど
と
併
設
す
る
住
宅
を
含
む
）
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
熱
高

度
利
用
シ
ス
テ
ム
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
）
を
設
置
す
る
方

補
助
金
額

【
太
陽
光
】
最
大
出
力
値
に
、

１
６
，
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

（
限
度
額
６
４
，
０
０
０
円
）

【
太
陽
熱
】
集
熱
器
総
面
積
に
、

１
０
，
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

（
限
度
額
５
０
，
０
０
０
円
）

前
期
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
）

に
工
事
完
了
予
定
者
の
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
添
付
書
類

な
ど
が
全
て
整
っ
た
状
態
で
の
先
着

順
と
な
り
ま
す
の
で
、
要
綱
・
要
領

を
よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
要
綱
・
要
領
・
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

 

紙
類
や
布
類
は
、「
分
別
ガ
イ
ド
」
で

資
源
と
し
て
出
す
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
検
査
で
も
、

多
量
の
紙
や
布
類
が
出
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
、
せ
っ
か
く
の
資
源
が
有
効
活
用

で
き
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
不
燃
ご
み
や
金
属
類
が
混
入

し
て
い
る
と
、
焼
却
施
設
の
故
障
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
、
資
源
の
有
効
利
用

や
焼
却
設
備
の
維
持
、
管
理
費
用
の
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と

し
て
、
家
庭
で
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組

め
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
事
業

を
平
成
21
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
ご
家
庭
な
ど

の
窓
や
壁
面
に
茂
ら
せ
る
も
の
で
す
。

夏
の
強
い
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
涼
し

い
風
を
部
屋
の
中
に
呼
び
込
む
こ
と

で
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
時
間
を
減
ら

し
省
エ
ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

倶
楽
部
へ
の
登
録
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
予
定
の
方

は
、
初
め
に
住
所
・
氏
名
（
事
業

所
代
表
者
氏
名
）・
連
絡
先
・
植
物

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
登
録

用
紙
は
環
境
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
り
ま
す
）

登
録
申
込
期
限　
６
月
末
ま
で

登
録
申
し
込
み
後
は
、
各
自
で
緑
の

カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

７
月
以
降
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
方
法

な
ど
を
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
条
件
な
ど

「
家
庭
部
門
」、「
事
業
所
等
部
門
」
に

分
け
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

①
市
内
個
人
住
宅
ま
た
は
市
内
事
業
所

な
ど
で
、
涼
感
を
与
え
、
目
に
や

さ
し
い
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と

②
緑
の
カ
ー
テ
ン
面
積
が
お
お
む
ね
、

１
・
８
メ
ー
ト
ル
四
方
以
上
で
あ

る
も
の

応
募
方
法

登
録
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
す
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
完
成
写
真
（
２
枚
）
を
添

付
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
カ
ー
テ

ン
生
育
状
況
や
省
エ
ネ
効
果
、
育
成

の
ア
イ
デ
ア
や
創
意
工
夫
な
ど
を
応

募
用
紙
、
写
真
で
審
査
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か

市
か
ら
資
材
な
ど
の
提
供
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
年
度
も
Ｊ
Ａ
愛
知

東
、
中
部
電
力
㈱
新
城
営
業
所
の

協
力
に
よ
り
賞
品
・
参
加
賞
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
環
境
課

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

る
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
梱
包
用
の

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
の
よ
う
な
長
い
ご
み

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
ご
み
を
貯
め
る

「
ご
み
ピ
ッ
ト
」
か
ら
焼
却
炉
の
入

口
に
あ
た
る
「
ご
み
ホ
ッ
パ
」
に
運

ぶ
際
に
ご
み
ホ
ッ
パ
に
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
何
ら
か
の
理
由
で
ご
み
ホ
ッ
パ
か

ら
発
火
し
た
場
合
、
引
っ
か
か
っ
た

ご
み
が
導
火
線
と
な
っ
て
ご
み
ピ
ッ

ト
に
燃
え
移
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

消
火
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
火
災
が
発
生
す
る
と
長
期
に
わ

た
り
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
長
い
ご
み
を
処
分
さ
れ
る
際
は
、

40
㎝
以
内
に
切
っ
て
か
ら
出
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
」
参
加
者
募
集

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
大
募
集

く

ら

ぶ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

昨年参加した方の緑のカーテン
（家庭部門最優秀賞：岩附さんの取り組み）

em

時〆応

申対応 em

内対可
燃
ご
み
搬
入
検
査
を
行
い
ま
し
た

可
燃
ご
み
搬
入
検
査
を
行
い
ま
し
た

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
搬
入
さ

れ
る
可
燃
ご
み
の
検
査
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
家
庭
や
事
業
所

か
ら
出
る
ご
み
を
開
封
し
、
中
に
資
源

や
不
適
物
が
入
っ
て
い
な
い
か
検
査
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
の
検
査
結
果

 

家
庭
系
ご
み
に
は
、
お
よ
そ
２
０
０

㎏
の
不
適
物
が
あ
り
、
紙
類
・
不
燃
ご

み
が
多
い
の
に
加
え
、
特
に
布
類
の
混

入
が
目
立
ち
ま
し
た
。

 

事
業
系
ご
み
は
、
お
よ
そ
１
０
０
㎏

の
不
適
物
が
あ
り
、
紙
類
や
産
業
廃
棄

物
の
混
入
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ごみ搬入検査結果

（家庭系ごみ）検査量　2,380㎏
資源・不適物　189㎏【検査量の約8％】
①　紙類　
②　金属類　
③　ペットボトル
④　白色トレイ
⑤　布類
⑥　不燃ごみ
⑦　粗大ごみ

34㎏
0.5㎏
0.5㎏
2㎏

117㎏
35㎏
0㎏

（約18％）
（1％未満）
（1％未満）
（約1％）
（約62％）
（約19％）
（0％）

（事業系ごみ）検査量　2,390㎏
資源・不適物　105㎏【検査量の約4％】
①　紙類
②　産業廃棄物
③　粗大ごみ
④　そのほか
※（　）の中は、不適物の重量に占める各項目の割合

42㎏
41㎏
17㎏
5㎏

（約40％）
（約39％）
（約16％）
（約5％）

家庭系ごみから出た布類の一部

ホッパから長いごみが
垂れ下がっている様子

事業系ごみから出たビニール
（産業廃棄物）

長
い
ご
み
は
切
っ
て
か
ら

処
分
し
て
く
だ
さ
い
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

、
は
集
募
の
人
求
と
し
探
事
仕
おい

。

。
す
で
料
無
て
べ
す
め
た
の

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お
　

へ
者
望
希
接
面
、
談
相
の
事
仕
　

歴
履
、
介
紹
の

・
書

ど
な
書
歴
経

ス
イ
バ
ド
ア
方
き
書
の
類
書
種
各

を
集
募
の
人
求
　

ど
な
社
会
る
い
て
し
　
　
　

人
求
、
み
込
し
申
の
集
募
人
求
　

談
相
る
す
関
に
件
条

22 -  

0
6
1
1

市内の交通事故状況市内の交通事故状況
区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

3 

月 

中

累
計
3

在
現
末
月

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

24年

25年

増減

24年

25年

増減

15

22

7

47

53

6

0

1

1

0

1

1

18

27

9

64

64

0

18

28

10

64

65

1

98

110

12

294

290

4

ク

城
新

取り扱い求人数

Job placem
ent office SH

IN
SH

IR
O

平成24年度　親子交通安全標語　優秀作品

「よく見てね！
　　元気に上げたわたしの手
　　　とまってくれてありがとう」

毎週月～金曜日（要予約）

５／13㈪ 午前９時（要予約）

５／13㈪ 午前10時（要予約）

５／9㈭ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日午前９時～午後5時（要予約）

５／9㈭ 午前10時～午後３時 ※2日㈭ 正午までに要予約

５／24㈮ 午前10時～午後３時 ※21日㈫ 正午までに要予約

５／８㈬、22日㈬ 午後１時～４時（要予約）

５／２㈭ 午後１時～４時

５／15㈬ 午後１時～４時

５／13㈪ 午後１時～４時

５／10㈮ 午後１時～４時

随時（要予約）

５／10㈮、24㈮ 午前10時30分～午後２時30分

５／７㈫、14日㈫、21日㈫、28日㈫ 
午後１時～４時　受付は3時30分まで

５／15㈬ 午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

５／10㈮ 午後１時～４時

５／14㈫ 午後１時～４時

５／15㈬ 午後１時～４時

５／28㈫ 午前10時～午後３時  ※年金の代理請求は委任状必要

５／18㈯ 午前９時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

新城保健センター

旧市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館

市民自治推進課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

旧市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

旧市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新 城 保 健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

23-8551

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1983

23-7625

23-7640

※平成25年2月末現在
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相 談 名 と 　 き と こ ろ 申し込み・問い合わせ

（大野保育園　鈴木 瑞華）

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談5月の

編
集
後
記

男
、
が
員
委
集
編
民
市
　

の
て
い
つ
に
画
参
同
共
女

い
さ
だ
く
で
ん
組
を
集
特

の
識
意
の
性
男
。
た
し
ま

前
年
十
数
、
り
よ
に
遷
変

男
。
た
し
ま
じ
感
を
と
こ

、
り
寄
み
歩
に
い
互
が
女

な
切
大
が
と
こ
る
す
重
尊

。
す
で
の

課
報
広
書
秘

　

目
夏

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

看護・介護…
販売・営業…

116人
59人

事　  務…
製　  造…

全 職 合 計 ……… 634人

27人
102人
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羽柴秀吉

　

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
は
、

天
下
統
一
の
主
人
公
と
な
っ
た

愛
知
の
三
英
傑
が
揃
っ
た
戦
い

で
す
。

　

三
英
傑
と
は
織
田
信
長
、
豊

臣（
羽
柴
）秀
吉
、
徳
川
家
康
の

３
人
の
武
将
を
言
い
ま
す
が
、

こ
の
３
人
が
揃
っ
た
戦
い
は
姉

川
の
戦
い
と
長
篠
・
設
楽
原
の

戦
い
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
戦
い
で
の
信
長
と
家

康
の
活
躍
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
秀
吉
の
様
子
は
意
外

に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
足
軽
の
子
か
ら
信
長
重
臣
へ

　

足
軽
と
か
農
民
の
子
ど
も
と

し
て
尾
張
国
で
生
ま
れ
た
秀
吉

は
、
一
旗
を
挙
げ
る
こ
と
を
夢

見
て
、
尾
張
国
を
飛
び
出
し
、

浜
松
の
松
下
之
綱
と
い
う
武
将

に
仕
え
ま
し
た
。
ま
だ
、
木
下

藤
吉
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
ろ

広
報
し
ん
し
ろ

平
成
25
年
５
月
号

発
行
　
新
城
市
役
所
・
編
集
　
秘
書
広
報
課

〒
4
4
1-

1
3
9
2
　
愛
知
県
新
城
市
字
東
入
船
6-

1

　
0
5
3
6-

23 -

7
6
2
3
　
　
0
5
3
6-

23 -

7
2
9
6

No.91

TEL

FAX
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で
し
た
。
十
七
、
八
歳
と
若
い

藤
吉
郎
は
そ
の
後
、
松
下
家
を

離
れ
、
尾
張
国
に
戻
り
、
信
長

に
仕
え
ま
し
た
。

　

信
長
の
家
臣
と
し
て
、
徐
々

に
頭
角
を
現
し
始
め
た
藤
吉
郎

は
、
秀
吉
と
名
乗
り
、
数
々
の

信
長
の
戦
い
に
従
い
、
多
く
の

功
績
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

元
亀
元
年（
一
五
七
〇
）、
信

長
は
近
江
国
、
越
前
国
を
治
め

て
い
た
浅
井
氏
と
朝
倉
氏
を
攻

撃
し
ま
す
。
こ
の
戦
い
に
秀
吉

は
信
長
の
家
臣
と
し
て
従
っ
て

お
り
、
家
康
も
信
長
の
盟
友
と

し
て
参
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
い
の
後
、
浅
井
氏
を

滅
ぼ
し
た
信
長
は
近
江
国
長
浜

に
秀
吉
を
据
え
ま
す
。
こ
の
こ

ろ
、
木
下
か
ら
羽
柴
に
名
字
を

改
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
長
の
重
臣
で
あ
っ
た
丹
羽
長

秀
と
柴
田
勝
家
か
ら
一
文
字
ず

つ
も
ら
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

◆
設
楽
原
の
決
戦
と
秀
吉

　

秀
吉
が
治
め
る
こ
と
と
な
っ

た
長
浜
は
、
近
く
に
国
友
と
い

う
日
本
有
数
の
火
縄
銃
の
生
産

地
が
あ
り
ま
し
た
。

　

設
楽
原
の
決
戦
で
は
た
く
さ

ん
の
火
縄
銃
が
使
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
火
縄
銃
は
信
長

が
家
臣
た
ち
か
ら
集
め
た
も
の

で
し
た
。
お
そ
ら
く
、
秀
吉
も

国
友
で
作
ら
れ
た
数
多
く
の
火

縄
銃
を
兵
に
持
た
せ
て
設
楽
原

に
来
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

設
楽
原
で
行
わ
れ
た
決
戦
の

時
、
主
戦
場
か
ら
少
し
離
れ
た

牛
倉
に
陣
地
を
置
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
信
長
本
陣
の
側

面
を
守
る
役
割
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
い
の
中

で
の
活
躍
の
様
子
は
伝
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

後
に
関
白
と
な
っ
た
秀
吉
ほ

ど
の
人
物
で
す
。
た
っ
た
こ
れ

だ
け
の
役
割
だ
っ
た
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
信
長
の
右
腕
と
し
て

も
っ
と
重
要
な
役
を
任
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
連
合
軍
に
勝
利
を
も

た
ら
し
た「
馬
防
柵
」の
構
築
で

す
。
連
吾
川
沿
い
に
雁
峯
山
の

麓
か
ら
豊
川
の
近
く
ま
で
２
キ

ロ
に
わ
た
る
馬
防
柵
。
連
合
軍

が
布
陣
を
終
え
た
後
、
わ
ず
か

な
期
間
で
馬
防
柵
は
完
成
し
て

い
ま
す
。

　

秀
吉
は
人
使
い
が
と
て
も
う

ま
く
、
短
期
間
で
確
実
な
馬
防

柵
を
構
築
す
る
た
め
に
、
そ
の

指
揮
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【 羽 柴 秀 吉 】【 羽 柴 秀 吉 】

～信長の右腕として～～信長の右腕として～

さ
ん 

え
い 

け
つ

ゆ
き 

つ
な
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